
日
本
の
出
版
不
況
は
、
い
ま
や
慢
性
的
と
も
い
え
そ
う
で
、
一
向

に
突
破
口
が
見
え
な
い
。
総
売
り
上
げ
も
、
一
九
九
六
年
の
約
二
兆

六
〇
〇
〇
億
円
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
減
少
を
続
け
、
一
昨
年
は
つ
い

に
二
兆
円
の
大
台
を
割
っ
た
。
昨
年
度
も
さ
ら
に
前
年
を
下
回
り
、

一
兆
八
七
四
八
億
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
一
四
年
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
〇
年
は
ま
た
、

電
子
書
籍
元
年
な
ど
と
喧
伝
さ
れ
、
紙
の
本
が
消
滅
す
る
の
で
は
な

い
か
な
ど
と
、
出
版
界
は
色
め
き
立
っ
た
。
近
い
将
来
教
科
書
も
電

子
化
さ
れ
る
と
か
、
電
子
出
版
が
子
ど
も
の
本
の
将
来
を
ど
う
変
え

る
か
と
、
危
機
感
が
さ
さ
や
か
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
〇
月

六
日
に
理
論
社
が
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
伝
え
ら
れ
、
子
ど
も
の
本
の
業
界
に
激
震
が
走
っ
た
。

理
論
社
は
、
一
九
五
九
年
に
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
創
作
児
童

文
学
シ
リ
ー
ズ
を
創
刊
し
、
六
〇
年
以
降
、
山
中
恒
の
『
赤
毛
の
ポ

チ
』、
今
江
祥
智
の
『
山
の
む
こ
う
は
青
い
海
だ
っ
た
』
、
寺
村
輝
夫

の
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」
シ
リ
ー
ズ
、
小
沢
正
の
『
目
を
さ
ま
せ
ト
ラ

ゴ
ロ
ウ
』、
七
〇
年
代
に
は
灰
谷
健
次
郎
の
『
兎
の
眼
』『
太
陽
の
子
』

は
じ
め
大
長
編
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
す
る
な
ど
、
日
本
の
児
童
文
学
史

に
残
る
作
品
を
数
多
く
出
版
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
、
子
ど
も
の
本
の
枠
組
み
を
意
欲
的
に
拡
張
し
、
そ
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
構
築
し
て
き
た
出
版
社
で
あ
り
、
日
本
の
児
童
文
学

を
牽
引
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
し
か
も
、
近
年
は
「
よ
り
み
ち
パ

ン
セ
」
の
西
原
理
恵
子
の
本
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
り
、
森
絵
都
の
『
カ

ラ
フ
ル
』
の
劇
場
用
ア
ニ
メ
化
を
前
に
出
版
さ
れ
た
フ
ォ
ア
文
庫
版

が
売
れ
た
と
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
論
社
が
、
実
質
的
に
経
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集
：
子
ど
も
の
文
学
こ
の
一
年


